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北九州の地質系統について

理學班 藤 田哲也

1 地質一般

今更言ふまでも無く早や先輩各位の論ぜら

れたる如く、北九州の地質系統の複雑な事は

ー通りで無い。更に此の北九州は獨立して考

へるべき所では無い。例へば古生層は更に中

國、近畿地方にまで歩を印せすには論ずる事

は出来ず中生層は朝鮮南部と不分離ー懸体の闘

係にあるのである。更に其の変動の程度に於

ても日本有数の複雑を極めてゐる事は日本帝

國地質図を一見して誰しも感ずる事である。

加ふるに資料が無い、高々商工省の 20 萬

分の一地質図位で地質図等は非常に貧弱であ

る。但し部分的調査としては竹原氏の「企救

半島に開する論文」 （企救半島に関しては至

れり尽くせりの優秀論文で大いに参考になる。

（地質學雑誌に発表）。其他筑豊諸炭田の地

質調査もあり、尚ほ「小倉四近の火成岩を論

ず」とか「若松市附近の玲岩を論ず」とか言

ふ様な英文論文も見た様に記憶する。最後に

「徳力南方の『フズリナ』石灰岩」に関する

地質學雑誌の記事は非常に有意義なものであ

ったが、後程見學に出かける地質専門家に対

して見出されない事に於て有名である。

敬年前科學粛報にも平尾台に闘する紹介が

あり同台の科學的憤値が論じられて居た様で

ある。以下その各地質系統につき大略を論じ

て見たいと思ふ。

2 古生代

地中海より天山山脈を通り東進してゐた海

Fethys が本地方を水淡せしめてゐたため古

生層は綿て石灰岩、頁岩等より成る。而して其

の愛動の程度及層位に依り大略上、下に大別

する事が出来る。

上部占生暦は大謄 W S より NE の方向

に走り下部古生暦と，石灰岩層附近を以て界せ

られ不盤合の様に考へられる。主なる分布地

城は企救半島の大部分、曾根町間島。刈田町

松山畜同石灰石採石所全部、東谷村平尾台以

北、小倉市徳力、中谷村、方城村、香原岳、

舟尾台、古虞山、幅岡市水源地附近等であり

良く寝逹し更に北東に中國山脈へ延びてゐる。

大部分頁岩、砂岩及石灰岩より成り層の厚さ

は 2500 米にも逹する。

此時代の深海性石灰岩は大競上部古生層及

び下部古生層の中間位に位するものであるが

日本でも有名な石灰鍾乳洞の登逹地である。

第一に山口縣秋吉台の秋芳洞を初め四近に見

る石灰洞はその数少くない。更に豊前平尾合
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の鍾乳洞群があり小規模のものとしては松ケ

江村井浦高地の無名洞、同村細石北方の岬に

於て見受けられる海蝕鍾乳洞の名茂り 、揺岡

縣占虚山の鬼の岩屋等略東西に近い配列を為

してゐる。

千佛鍾乳洞は行橋測の平尾崖に存し全長一

粁を越へ未だ人跡未到の部分も残つてゐる様

である。此洞は共の基底に於て河床に下部古

生代の Shist を浸して流れてゐる水流で有名

であり縣の天然紀念物指定とされてゐる。

胄龍窟は白川村等覺寺に在り丁度石灰、

Gran it e の接獨部分に存在し洞の奥は石英斑

岩に依り貰かれてゐる様である。此洞は上、

下二洞に分れ上穴は高さ最高 20 米に逹し中

には社がある。下穴は入口非常に小さく内部

は非常な迷路で危瞼である。嘗て洞内に入り

迷つて死に直面した某中學生敷人があり、死

者さへあると聞く。箪者は先年此洞の水流分

布に付き踏査を試みた事もあるが一人では手

がつかす将来の機會を待つてゐる。

藤之戸鍾乳洞は褻見者たる箪者と戸田雅之

の頭字を取り命名されたるもので昭和 14 年

3 月 28 日痰見、同 3 月 31 日内部探勝以後

明再山岳部員末廣。伊藤、手島の諸兄が足跡

を印した位で入洞せし者未だ敷人を出てゐな

い。極力保存に努め天然を損せざる様十分に

注意を彿つてゐる。本洞は全長 55 米高さ最

莉 20 米、中は一本道。底部は水平で、登見

棠時敷百匹の蝙蝠が棲息し指一つ獨れた事の

無い石筍鍾乳石で満ちて居た。以後行く度に

其の敷を減じ最近に於ては殆んど蝙蝠の一匹

を見ない位である。現在の朕態として水流は

洞底の粘土を洗ひ、谷．々穴の培加が認められ

大雨の後には奥深く水流が聞ヘセ来る事が

ある。

古き石灰岩の割目よりしみ来る水の利用も

多く平尾台西方の台下、市丸に於て絶えす流

れ出る水流を利用する村の人々が多いが．硬

縦が高い鋏欝心がある。

化石としては門司市宵依の凝灰岩質中の梅

花石が有名である。特に此は曾て Jura 期の

r en tacrin us と思はれ長い間企救半島一需は

中生用一色に彩られてゐたが敷年前石炭期末

の Heteroc r;nus と決定せられた様である。

愛動の程度より見ても古生肝に恥すべき事は

疑ふ餘地は無い。

又徳力櫻茶屋南方 400米位の厚さ敷米の石

灰岩廿より複見された Fusulina は自分自身

再見し得ぬが地質學雑誌に意箕まであり 、事

官指されても Fnsulina は登見に苦しむ位だ

から、後認め難いのだらうと考へられるo 其

上地府のエ合も古生代と一連と考へるのが至

裳である。

一般に古生府は中生代末の G ranita の

intrusion を受けて殆んど斐質を受け＂特に石

灰岩に至つては粗粒質に化してゐる。将来此

の地方で化石の寝見される事は非常に困難で

あらう。

下部古生府は京都郡蓑島に於て共の代表的

痰逹をなし全島雲母片岩を成し後の G ranite

intrusion に依りさながら朝鮮南西部の Gnei ss

でも見る氣持がする。而も新期多敷の石英斑

岩の Dyke に貰かれ最新の Diori te 岩脈を

以て現在に及び特殊な相貌を示してゐる。

同様な占期古生屈群が同郡二崎、高城山、

塔ケ峰、障子岳等に於ても見受けられ最西部

は断肝により見えなくなつてゐる。但し此の

雲母焚岩が全く動力婆質による雲母より成る

か或は熱焚質による雲母より成るかに付ては

全く決定し難く人に依て蓋々であるが畜雨方

を共有してゐると考へた方が至嘗であらうと

考へられる。

最後に此と全く同じ地層が京都郡神ノ島、

毛無島及企救郡梵島に於ても見受けられる。

此存在に付ては最後の断層運動に於て改めて

究明したいと思ふ。

古生代の造山運動として最も特記すべき事

は無いが古生代の末より全憩が造陸運動に轄

じた事は考へられる。即ち山口縣大嶺の三昼

期の炭田共他之を裂書きする事唐が敷々認め

られる様である。

3 中生代

中生代は一般に初期に於て陸化し中期以後
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は浸蝕と湖水、 凌`海沈澱が互に行はれたらし

く初期中生陪は無く中期は非常に少く、白咽

期の硯石統に於て其の形勢を殆んど保つてゐ

る。此時代中部即ち Jura に於て平尾秋吉の

大造山渾肋が待筆すべき事であらう。更に末

期に於ける Granite intrusion もあり、世界

を．i直じて大臆平穏であつた中生代の除けさも

此地方に於ては時々｝透磋軌により夢を破られ

てゐた感がある。

中生肝は殆んど全く硯石統を持つて代表せ

られるべき性質のもので、有名な赤間闘の封

岸門司市北部に於て良く疲達し古城山、筆立

山、砂利山、風師山と海映を見下す諸山の英

姿を形造つてゐる。風師山頂の巨岩霰出も硯

石統の砂岩より成るものと如くである。最下

部は古生代の石灰岩の礫片を含む Basal 

congromerate を以て不整合鮮やかに上部古

生肝に乗つて居る。門司市櫻峠のトンネルの

上方、砂利山南部に於て不整合が見受けら

れる。

皿倉山、櫂現山等に於ても砂岩、頁岩より成

る硯石があり皿倉山北斜面に於て所々粉岩に

貰かれた硯石層が、波長敷十糎位の小さな

Folding を見せてゐるのも一輿である。此の

附近大彊に於て北 Dip を成し洞の海に落ち

てゐる様である。更に南方揺智山に函する峯

々に於て略東 45 度の方向に褻逹した砂岩、

頁岩層を見受ける叉北方若松市西部に於て白

山連峯を形成した Hornfels 群があるが此れ

も Granite, Porphyrite の愛質作用を受けた

砂岩、粘板岩、チャート等より成る硯石統で

ある。

此の時代の鐵曲として第五園に示す如く尚

斜軸より成る鼠純破曲が門司市田ノ浦に存在

する。閾に示す如く緻曲時に Granite より

貫かれ石灰質の部分に層朕に柘溜石の徴晶を

形造つてゐる。一般に硯石府は陸又は半水成

沈澱物にして石灰物少く、時々古生屑中の石

灰岩悴片礫より成る礫岩がある位なのに特異

な感がある。此の徽曲系は更に玲岩脈に（衣り

中央を貫かれてゐる外非常に多くの石英斑岩

Diorite 類の小岩脈に依り賀かれて居り特に

田ノ浦、多知浦間に於て海岸断崖に表はれた

諸岩脈は非常な好資料を提供する。第五園は

此翡f系を模式的に示し黒色は柘櫂石、横線は

扮岩を表はしてゐる。

第六瀾下は小倉市宮ノ尾西方に登逹せる硯

石統の模式閾で西端は各一個の向、背斜より

成り東方虹山附近に於ては向、背斜がー→致し

所謂水平方向の一次、二次の導函敷が共に

（）である様な感を典へる。黒脈は Diorite

岩脈及び Sheet で模式的に表はしてゐる6

A B C 面は上部古生暦で此の硯石統の下に

不整合で横たはつてゐる。其他金比羅山附近

の Hornfels 山ケ迫の不整合等も見られるが

此位にして火成岩の項に廻し、秋吉一平尾大

造山作用に付て説明を加へる事にしやう。

第十四閾に示す如く中生代中期即ち ］ura 

紀に起つた大平洋よりの横歴力に起因する大

造山作用は秋吉台を銃意研究された小澤博士

により提唱された化石研究に伴ふ「西南日本

内帯の『ジ ..1.. ラ』紀末の地殻愛動」として有

名である。

秋吉台以東に於ては敷ケ所に於て同様な秋

吉的な Deeken 構造が褻見されてゐるので

あるが比の西方延長に闘しては丁度同愛動地

慨が要塞地帯に屈する事と 7 萬 5 千分の一地

質園の出版が後れてゐる為に確かで無かつた

が、本校山岳班員の援助により更に西南遠く

佐賀縣界まで延長されるべき事が明かとなっ

た。古生特の分布でも列記した如く秋吉台よ

り松ケ江村津村島蓮花岩、曾根町吉田、刈

田町宇土尾、白川村等覺寺、東谷村平尾台、

香原町香原岳、後藤寺町船尾台、秋月町古虚
ユルベ

山、三輪村石ケ谷、入部村西山、恰土村水無

と延々 90 粁の延長が考へられ、嘗時は恐ら

く最高 8000 米を下らぬ高峰が雲間に白雪を

頂き西日本を一望のもとに納めてゐたであら

う姿が目に浮ぶり）である。而も黙々と Deeken

を含む人規模な造山が展開された事は想像に

難くない。平尾台が此の一員であり且其名茂

りとして僅かに其の餘命を保つてゐるのを目

のあたり仰ぐにつけ自然の髪化の極り無きボ

をしみじみ感一炉る次第である。

e 
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中生代最後期には此の一帯に Grani te の

非常に大規模な貰入があった。附近を列畢す

れば比の暇が無いが、曾根町貰山 、大坂山南

方、田川郡小峠、三郡山、宗像郡を初め現在

筑豊炭田は多く此の G ranite の浸蝕準平原

面上に位する様である。詳細は火成岩の項で

説く事にして中生代の悛動を終る事にす。

4 第 三 祀

第三紀初期は非常に浸蝕が盛んで中生代最

終の G ranit e 貫入と共に緻曲せられた硯石

r甘を初め古生層、やつと固化したばかりの

Granite までが浸蝕面に表はれ下部始新統に

於て大準平原を形成した様である。揺知山］頁

平尾台、貰山頂、刈田京都峠北方の石灰岩台

地、尺岳、揺知山間の準平原等も皆下部始新

統に於て完成された準平原面の名残を示す残

丘として阿武隈、北上山脈に見られる様な涵

山共他の多敷の残丘群と成因を同じくする様

に思はれる。

中部始新より沈降時代に入り沼隔淡海の沈

澱として北九州工業の原動石たる石炭層が形

成され初めたのである。而し始新を過ぎ下部

漸新世に入るや海浸盆々甚しく石炭形成は全

＜倅止され中部漸新時代に段々海退が起り筑

豊附近に於ては今日まで浸蝕作用が連禎して

ゐるものと解される。一方明専附近より小倉

市一帯に於ては鮮新世初期にかけて牧山 、

皿倉等の紛岩の風化等に伴ふ礫府の構成が初

まり鮮新世末より洪積初期に於て幾らか沈降

があった様である。では各地の特色について

少し説明をしやう。

第三紀の初始新下部までに於て北九州は恐

らく一面の準平原と化したであらう。丁度現

今「ロシャ」の「ヴルダイ」丘其の他の地方

に於て行はれてゐる様に。而して現在始新統

中の肘群を二つに分け下より直方肝及び大辻

肘としてゐるが此の裳時のものは其の肘厚は

夫々 500 米、400 米位あり各 10 糎から 2

米位の岩府を抽んでゐる肘の関係から見て北

方が沈降しつ迂段々成肝したと考へるが最も

都合が良い様である。
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始新統下部直方村の分布は南方に行く程良

＜褻逹してゐる如く宮田 、奈良、添田、大隈、

穂波等に於て模式的な寝達を見るのである。

更に上部直方肝群も永谷の南方共他直方添

田間の車窓から 、鯰田を通り此に平行な一帯

応燃料報國第一線の黒ダイヤの賓庫を秘めた

肘群が来る日を待ちながら横たはつてゐる。

大辻肝群も同様に湛屋から今任の丘凌まで

35 粁の地肝を見せてゐる。

又傾動的階段断暦の為産業トンネルの南方

や山野附近穀光の山手等に貼々と砂岩質の豊

暦が見受けられる。此の上に乗つてゐる肝が

下部漸新統の臨屋肘詳で厚さ 500 米にも逹し

俊蝕面を考へると 7~ 800 米にも及ぶのでは

ないかと考へられるが、時局柄有雖く無い話

しだが石炭の包有が無く殆んど顧みられない。

若松市岩屋に於て貝の化石が見られ下部漸新

を示してゐるが化石的に彦島の西山海水浴場

西方、藍島海岸に見受けられる貝類と同一時

代らしく同一地暦に禍せしむ可きであらう。

父・中原海水浴場、到津八幡宮下、消水観音附

近に見出される砂岩類も皆此の低屋肘の上部

ではあるまいか？ 所で小倉市富野から洪原

下より 三郎丸、宮ノ尾に到つて Bogen を督

いてゐる炭脈を含む地層は何れに屈するかが

問函だが椴に富野肘と名付け大辻伯消群と1段定
する事にしやう。

此所で第三紀も新らしくなつて来るのであ

るが土地は全植隆起時代に入り此附近に於て

数度にわたつて例の筑豊の大断囲が形成され

完成され第八幽に示す様な断暦形成及び之に

附陥した Diorite の紛岩等の貰入あり筑豊

の所々に於て断I出線に添ふ火成岩の浸入も認

められる。又香原の南方の炭坑に於て「コー

クス」の出た事のあるのも耳にした。外國に

於ては第三紀の石炭等は褐炭位として目もく

れないのに我が北九州に於て立派な炭肝形成

の行はれた事は宜に此んな大断肘運動、共に

伴ふ熱エネルギーの登生、又火成岩の貝入等

に負ふ虚が多い様に思はれる。筑豊の所々に

Ac idie 又は Basic な岩石の Sheet, Neck 的な

存在が目に付く。例へば明紳ヶ岳山、帝王山 、
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碓井村、方戒村、庄内村に於て見出されるも 兄により疲見され然も此の断府の雨側に於て

のも此の例に瀬れないであらう。かくの如く 特に水質の菱化のある事も確認されて有名で

upheave しつ.¥.敷回に落ちた遠賀川谷に射し ある。

て揺知、貰、大坂、企救山塊等は 500 ~ 900 明専正門より停留所までの通路は殆んど此

米も持上がり現今見られる様な大盟の筑豊 の地層より成り紛岩、等の礫、砂、粘土肝よ

地曼群が形成せられたのである。之から新第 り成つて居り海に向つて 5° -15° の傾斜を

三紀の浸蝕時代、部分的に Graxel 形成時代 持つてゐる。此の上は不整合に洪積肝にて被

に入るのである。 はれてゐる。

附近に於ける新第三紀については色々と解
5 洪積期

稗も下されてゐるが半個人的の考へとして述

べて見たいと思ふ。先づ此の囲の分布につい 本期の初めに於て戸畑市北西部は浅海の浸

て見るに明専を中心とする戸畑市、又小倉市 入を受け鮮新統が少しばかり浸蝕を受け、戸

附近に褻逹し代表的観察地を班げると、天頓 畑西北部に於ては水草を包有せる砂質粘＿十．肝

寺、井堀、中原、日明、中井口、篠崎、清水、 を形成して居る。此の厚さは 10 米を越える

宮ノ尾、延命寺等である。地層は厚さ二百米 ものと思はれる。

に逹し中新統の浸蝕時代の後鮮新統に於て陸 粘土肝形成直後に於て砂質赤色酸粘士の肘

生せられたる層群であり、アヤメ、カキツバ が出来上り 3~15 米の厚さに之を被ふてゐる

タの類の炭化せしものが明専前の消火用水井 が鮮新統との間に粘士暦の見得る所と見得な

戸より見つけられ、戸畑中學校に於ても木の い所が存するのである。明専附近、中原の高 .. 
葉が良く褻見せられてゐる。主として下部 地に於ては殆んど粘土暦の介在無くして新洪

100 ~ 150 米は砂岩、粘板岩より成り各切通 積暦に移り西部に於て粘土暦を見るのである。

し山腹に赤く露出してゐるのが見受けられ
6 沖積期

る。明専東側田地の一角に於て此暦の下部に

横はる藷三期暦中より蒲い炭肝がボーリング 沖積肝は各地で見られる特色としては別に

せられてゐるが質用的ではあるまい。此のJi. 無いが海岸弓形砂濱、トンボロ等の形成に於

暦の上に 30 ~ 50 米の礫暦があり 5 糎位の ＇ ては幅岡縣玄界岸は好條件を具価し新宮潰を

紛岩の礫より成つてゐる。此の鮮新統の下部 箪頭に 37 個の砂濱が展開され強力なる沿岸

をなすものは恐らく硯石肝の浸蝕生成物であ 潮流と Granite の風化砂との為に西日本に冠

らう。紛岩礫は更に硯石屑に貰入せし扮岩の たる砂丘形成を為してゐる。菰屋の招に鐘崎

風化生成物と思はれる。 に或は古賀の砂山と白砂宵松の悔岸形成を

此時代未洪積との間に多くの斐動があり、 考へる時好條件がつくづくと念頭に浮んで米

小さな断暦運動が認められ、中でも小倉中 る。又小倉市、曾根町、刈田町、等に於て現

學、常幣中睾間の断府及び天韻寺、牧山間の 在の陸地中に於ける沖積初めの砂嘴の残りが

断眉が目立つて居る前者は小倉市愛宕山に起 粘々と痰見され十敏ヶが認められる。特に水

り小倉中學校新運動場を横ぎり更に西進して 道設備の無き地方に於ては此の古砂嘴が最高

常盤中學東方の丘に於て敷本に分れ同校運動 の居住地とされ地憤の割合が極めて明らかに

場より遠く戸畑市に消えて居る。此の断肘は 異つてゐるのが面白い。

小倉一戸畑間の大瀬戸海岸線に平行であり何
7 火成岩類

らかの関係を持つ平行断暦であらう。又牧山

天籟寺断暦は市内牧山愛ぷ所哀の紛岩中に起 北九州最古の火成岩として幅岡南部、油山

り東進して女學校の南角を適り見えなくなっ 西山、天拝山等の片朕花尚岩より成る一群が

てゐる。此の断層は第七一高等學校學生湊秀雄 畢げられるであらう。之は其の各組成被物の
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片朕性が明らかに認められる程度のもので大

悟 W60° の方向に片朕である。絹雲母、白

雲母等が見受けられ脊振山西方に於て立派な
、＇

白雲母が見られた。

甘木東北、篠栗、立花山南部等に於て蛇紋

岩が多敷見られる。特に甘木附近に於て中生

代初期の断層で切られた多敷の暦朕蛇紋岩が

見られ秋吉一平尾造山作用と密接な闘係があ

る様である。

中生代の頃に於ても先に述べた如（白塁末

の花尚岩は北九州の骨幣を為し重大構造を有

してゐる様である。分布的にも西日本の殆ん

ど大部も之に屈する様にも思はれ遠く朝鮮、

満洲、支那等廣く分布してゐる。此の花尚岩

貰入時代に於て東亜の Grust の大部分が

Toly の熱か何かにより非常な高濫に逹し此

れ以後の北九州の諸火成岩現象は賀に此の花

尚岩の冷却に伴ふものに他ならぬであらう。

此後に時代未詳の Diorite 又第三紀の愛

動に依る Porphyrite がある。前者は尺岳の北

部に貰入し田代、石坂、三辻附近に認められ

る。後者は大里北部、門司等に多い様である

が、洞海鶯の周りに於ける硯石を貰いた

Porphyrite は餘りに有名である。此はDiorite

の尖端附近と考へられ移化してゐるもの q 様

である。

石英斑岩「ペグマタイト」等の Dike も

多敷見付かつてはゐるが改めては記さない。

最後の活動として第三紀、又は洪積期位に

於ける玄武岩の存在を見のがす事は出来ない

であらう。目］ち北九州最北海岸を走る Basalt

が之である。長崎縣北部炭田上の第三紀暦を

被ひ芥屋大門、領布振山、津屋崎、東進して

黒崎の城山及び妙見山、戸畑牧山、下縣火山

六連島更に山口縣仙崎、萩方面に延びてゐ

る。

此の列は九州北部を走る重力異常の負の地

帯に相営し地球物理學的には玄武岩底層帯の

淡い事を示し、北九州の地殻が南九州に比較

して相営薄い事を表はしてゐる。此地は第三

紀の最後に於て活動的となり洪積期頃玄武岩

の流出を起したものと考へられ佐世保、伊万

里附近、又萩附近を旅行すると、さながら高

原性玄武岩の Segment の感がし、 印度の

「デカン」高原、「エチオピヤ」高原、「パタ

ゴ＝ャ」高地を想像せしめる。

津屋崎西方の渡の殷山には第三紀を貰いた

玄武岩があり咋年松野兄の調査せられたもの

である。

黒崎北部に鉢を伏せた如く見へる二つの山

は北に向つて左が城山、右が妙見山であり共

に上部に玄武岩を頂てゐる。特に妙見山に於

ては Granite を貰いた玄武岩の出口が疲堀さ

れてゐて非常に有名である。此等二丘が夫々

別な口から流出したものであるか又は妙見山

の口から出て全騰に撰がつたものであるかは

確かでは無いが流面、闘係的位置等を調べる

に、やはり妙見山から出て、一面を被せ其の

浸蝕地形が今に及ぶと見るのが至嘗であらう

と思はれる。此の位の浸蝕は玄武岩地域には

決して珍らしいものでは無いと思はれる。無

論前記北九州各地の浸蝕も此れ以上である。

戸畑市牧山に於て見られる玄武岩は第 7 閾

でも黒く示してある如く、硯石統に貰入した

紛岩の浸蝕面上に流出したもので牧山北部に

於て Dike 的な存在を示して分布してゐる。

第七高等學校の湊兄の疲見せられたものにし

て共の産地は十数個所に及んでゐる。手近に

例を畢げれば、天籟寺天満宮の南方の坂の雨

側、更に之を登つて水道の手前の切取り、又

水道より右に山腹を通り牧山に到る道路の各

所に貼々と見受けられ、色は黒色に近いイン

ク色、又紛岩に非常な愛質作用を及ぽし僅か

敷糎～敷十糎の小 Dike が如何に高濫にして、

又漠大な Energy を所有してゐたかが分るの

である。現在其の顕徴鏡的研究其他は同兄に

より成されてゐる故近く明らかになる事と思

ふが、同兄の御許を得た程度に於て褻表した

次第である。

下闘市内各所に於て又六連島上部に於て雲

母を持つ玄武岩が褻逹してゐるが其の根本的

研究は時局柄明らかでない。
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8 圏面集

第一園藤ノ戸鐘乳洞平面閾

左上は断崖に向つて口を開き此

所まで到達するのが困難である。

入口より洞は約 25° 位東に向つて

Dip し貼で園んだ所は水が溜り之

より南は水平であり最南端に深さ

2 米にも逹する粘土の凹みがある。

洞は更に西に支洞を持ち敷米の間

人間の性が方向を換へられない程

度の大きさを持つて延長されてゐ

る。

第二閾青龍窟平面閾

此の海］は非常な迷路を持ち、上、

下に分れるが下穴は百米餘を以て

完結す。

第：：：園 平尾台の模式的断面園

石灰岩の大台地にして東西二粁南 .. 
北八粁もある大高地であるが共の

主軸の方に切ると閾の様に考へら

れる。

第 1 園

黄舷且平面屈 第叫醤 蓑島に於ける火成岩分布

第 2 瀾 、ー、 f J 

磁台｝様-式的節面

I 

第 4 閾
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古い片岩を貰く火成岩群であり、黒色は石英

斑岩質、中を塗つてないのは Di or ite 質の

Dik e である。其他石英脈等も見受けられる

が園には記入してない。

第五圏 田之浦に於ける緻曲

中生眉硯石を貰く花尚岩を貰いて紛岩が見

へる。説明は前にあり。

第 5 醤

第六閾宮ノ尾跛曲

本文の説明を参照のこと。

第 6 園

第七薗 戸畑牧山の構造

成屑せるは硯石統、貼々は1分岩、左下は

Gra ni te 黒色の Di ke は玄武岩であり、 阻直々

の紛岩を貰いてゐる。

第 7 園
， 

第八園筑豊炭田の構造

最下部は Granite 及び之に釘かれたる硯石

昴 班 85 

第 8 闘

統、第三紀は時々 Gra nite 面上に直接見出さ

れることあり。黒色は断層に添ふ火成岩。

第九園 若松石峯山の構造

牧山の構造と全く同じであるが、玄武岩脈

は未だ褻見されてない様である。

第 9 薗

第十瀾 古生代初の北九州

全臆は水面下にあり、始原代の面上に肘を

形成しつ .1. あり。

第 10 隠

第十一隣 古生代中部の北九州

少しの斐動を受け花尚等の貰入あり叉、水

中火山も登逹してゐて、水面下ながら活動的

であった。
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第 11 薗

第十二閾古生 代末

理

水底火山も止み多くの凝灰岩質の地屈も形

成せられ平静な時代は績く。

第 12 圏

第十三閾 中生代初

中生代になる や全臆が9上昇し始め殆んど水

面に逹す。

第 13 園

第十四薗 中生代中

秋吉、平尾の造山作用の為、全彊が非常に

混雑した構造を呈し、十粁以上の造山あり。

學 班 學術雑誌

第 14 閾

第十五醤 中生代未

地面全閣が北に向つて傾く構造を示し南部

には高峯があり北の平原に浸蝕物は運搬され

硯石統を形成し、丁度地理的にイタリアのロ

ンバルヂヤ平原の如き朕態を保つてゐたであ

らう。

第 15 揺

第十六閾 中生代最後

全陸の愛動と共に Granite の大貰入、此の

時代東亜の地殻が非常に高温に逹し現在に向

つて冷却の一途をたどつて来た。

第 16 ［醤

第十七屈 第三紀初の北九州

全張が準平原化し石炭暦形成の基愁を為す。

． 
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第 17 闘

第十八瀾 第三紀中の北九州

第芝紀石炭屑の形成時代地質學的の時代は

前文の通りである。海は北に向つて深かつ

た。

第十九園 第：：：：紀末の北九州

筑豊の大断暦運動で現在の形が大略整つて

来た。

第 19 薗l

第二十園 第四紀の北九州

現在我々の住み、酋て色々な大斐動のあつ

た事を如質に物語るものである。

第 18 國 第 20 閾

・ 

『一

| 
I 

（＇0,)

， 

SI 
I 
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第二十一閾 以上のまとめ

以上の斐化を一表に顆したものである。

結 語_＿

り、其の上日曜、休日等を利用して山岳部

（班）として研究したのみで褻表には餘りに

恥じるのであるが輩なる紹介の意味で参考に

供したいと思ひます。

以上は極めて大略の北九州地質の様子であ

輻岡市四近の地質に就いて

鎖 村田茂雄

(1) 序 論

揺岡市は揺岡縣の北方海岸の中央にありて

北は一帯博多講（幅岡蘭）に面して、東に

御笠川、西に樋井川、中央に那珂川あり。

市の中央の荒戸崎の海に面した虚に、小丘陵

あり。今西公園となりて北岸は断崖となり、

岡市を一眸の下に眺め風光明媚なり。揺岡市

の東北名島の海岸には帆柱石あり。此は神功

皇后凱旋の時の御船の帆柱が石になつたので

あると云ふ博説があるが、此の石は此の地方

の第三紀層中に普通に存在してゐる珪化木で

特に良く其の樹幹の形を持つてゐる石なり。

揺岡市の北にある海の中道は和白村奈多よ． 
り志賀島に至る一大砂嘴で、長く海中に突出

して博多洞の門扉を成して居て、其の幅は狭

き所では二三町、廣き所では十町に逹す。白

砂宵松さ里に逹し風光明媚なり。

目を轄じて西を望めば揺岡市外長垂のペグ

マタイト脈は明媚なる周面の風光と共に奇観

を呈するのみでなく、シリャ雲母共の他の珍

奇なる鍍物の有るを以て名高く、昭和八年九

月天然記念物として指定さる。早良郡金武村

字西山は輻岡市南々東八粁に在り、其の石灰． 
岩採石場附近よりは満俺勁寵石、燐灰ウラン

錮其の他の稀有鍍物を多敷に産す。

(2 ) 地 形

幅岡市を中に抱く揺岡平野は三郡山脈中部

の西方、脊振山脈東部の北方にありて、博多

溝に臨み、多々良川、御笠川、那珂川、室見

川の流域で主として第四紀肝より成れども、

所々第三紀層の低夷なる台地存在す。糸島郡

北部の平原と高祖山、飯盛山等の花尚岩塊に

よりて輻岡平野と境す。

輻岡市の北海の中道の一條の人沙嘴は北東

より南西に延びて、その先端は志賀島に連る ．

志賀島は殆んど花尚岩より成り、其の高さ百

七十六・三米、昔はその名の如く残島、玄界

島と共に玄界灘上の島嶼であつたが其の後沙

嘴の生成に依りて今日辛じて本土と連結す。

濁の中央より少しく西に偏せる所に残島あり

て主に花尚岩より成りて、最高は百九十五 ・

0 米なり。湖の南部にある小突起荒戸崎、

妙見崎、毘沙門岳等は昔海上の島嶼なりし

もので、其の後河水の沈稜作用に依りて沖

積平野と生じた為に本土と連結したものな

り。

局部的に揺岡市外長垂山以南の地形を見る

に、本地城の山地は大別して西山、王丸山を

主峰とし西北西より東南東に連なる山列と高

祖山、飯盛山を連ねる山列となる。此の内

高祖山、飯盛山を連ねる山列は北部に於てニ

分し、一方は北方鐘撞跡に伸び、一方は叶根

を経て長垂山に至る。西山（四百三十米）及

び王丸山（四百五十米）の山列は雷山を主峰

とする山列と川原川より飯場峠を越えて飯場

に至る構造谷 (Structural Valley) の為に断た




